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　１　平成２６年度下半期の各会計予算執行状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成２６年１０月１日～平成２７年３月３１日）
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相馬地方広域市町村圏組合財政状況

収入済額予算現額 収入率
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増　　　　　減
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分担金及び負担金

繰越金
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７

予算残額科 目 予算現額 支払済額

合 計

執行率

諸収入

組合債

109.0%

0

△ 3,703

58,500 58,500 100.0%

② 歳出

1,633,099 1,629,396 99.8%

282 87.0%

２ 総務費

１ 議会費 2,165 1,883

68,640 66,205 2,435 96.5%

３ 衛生費 39,209 3,053 36,156 7.8%

1 100.0%

４ 消防費 1,378,191 1,287,234 90,957 93.4%

６ 予備費 111,900 0 111,900 ―

合 計 1,633,099 1,391,368 241,731 85.2%

（単位：千円）

５ 公債費 32,994 32,993

① 歳入

相馬地方広域市町村圏組合財政状況の作成及び公表に関する条例に基づき年２回財政状況に

ついて公表しています。

４ 県支出金 18,210 6,461 △ 11,749 35.5%

100.0%

（単位：千円）

△ 38

 （１）一般会計

100.0%

　平成２６年度一般会計及び看護専門学校特別会計の平成２７年３月３１日現在における予算執

行状況は、次のとおりです。

　なお、各会計には、出納整理期間（４月１日から５月３１日まで）が設けられており、３月３１日まで

に確定した債権債務については、この期間中に収入を図り、又は支出をすることになります。

　平成２６年度一般会計当初予算額は、歳入歳出それぞれ１５億２,２７１万６千円でしたが、
６月、７月、１０月、１２月、２月及び３月に補正を行い、予算総額は歳入歳出それぞ
れ１６億３，３０９万９千円になりました。
　予算の執行状況については、平成２７年３月３１日現在、歳入は１６億２，９３９万６千円
（収入率９９．８％）、歳出は１３億９，１３６万８千円（執行率８５．２％）となっています。
　各詳細については次のとおりです。
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△ 2,783 ―３
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7,018.80

項 目

 （２）看護専門学校特別会計

① 歳入 （単位：千円）

科 目 予算現額 収入済額
予算現額に比し

増　　　　　減 収入率

１ 分担金及び負担金 215,761 215,761 0 100.0%

２ 使用料及び手数料 34,790 35,620 830 102.4%

　平成２７年３月３１日現在の組合所有財産の状況については、次のとおりです。
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３

一般会計

２

―

286,146
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４ 寄附金

合 計

予備費

　平成２６年度看護専門学校特別会計当初予算額は、歳入歳出それぞれ２億６，２１４万３千円
でしたが、７月、１０月、１２月及び２月に補正を行い、予算総額は歳入歳出それぞれ
２億８，６１４万６千円になりました。
　予算の執行状況については、平成２７年３月３１日現在、歳入は２億８，６１７万７千円
（収入率１００．０％）、歳出は２億４，１３５万４千円（執行率８４．３％）となっています。
　各詳細については次のとおりです。

　平成２７年３月３１日現在の組合債の状況は、一般会計における未償還元利金が

３億８７３万４千円、看護専門学校特別会計における未償還元利金が２億３，９１１万３千円

で、両会計を合わせた未償還元利金は５億４，７８４万７千円となっています。

　各詳細については次のとおりです。

1 0 △ 1

合 計 286,146

241,354
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　２　平成2７年度予算概況
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2,800
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① 歳入

84.64%

39,209 71

（単位：千円）

予備費
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1.51%
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△ 2,082
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消防費負担金
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2,800 0
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1,428,423 1,370,149

100.00%
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　平成２７年度予算の編成については、徹底した経費削減を行ったうえで、災害に強い安心安全な
まちづくりのため効率的・効果的な予算編成を行いました。

分担金及び負担金

50,000 25,000

使用料及び手数料

41,547 42,294 △ 747 2.59%

1

県支出金

比 較

321

② 歳出

0 0.02%

0.16%△ 1,4872,666

組合債 13,600

97,230

寄附金

△ 2055

 （１）一般会計

6,719

　平成２７年度一般会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ１６億３７９万８千円となり、前年度に比
べて８，１０８万２千円（５．３２％）の増となりました。
　歳入の主なものは、構成市町村からの負担金が１３億５，７４２万５千円で、歳入全体の８４．６４％
を占めています。その内訳は、総務費負担金２，４１３万９千円、衛生費負担金３，９２８万円、消防
費負担金１２億５，２４５万９千円、消防施設整備負担金４，１５４万７千円となっています。
　歳出の主なものは、消防費が１４億２，８４２万３千円で、歳出全体の８９．０７％を占めています。
その他の歳出として、議会費２２７万６千円、総務費７，３８２万７千円、衛生費３,９２８万円、公債
費５,７１９万２千円となっています。
　各詳細については次のとおりです。
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円

円

円

消防施設整備負担金 円

組合議会運営のために 円

組合業務全般のために 円

救急医療体制のために 円

防災･救命救急のために 円

円

　　○消防車両整備事業

　相馬地方の地場産品の安心・安全性に関する正確な情報発信とＰＲを行うため、ホームペー
ジを活用するとともに首都圏において物産展を実施し、地場産品の風評被害払拭及び消費拡
大を図ります。

※年額

③ 主な事業

12,040 円

　老朽化した指揮兼広報車や消防ポンプ自動車を最新の小型水槽付消防ポンプ自動車等に
更新することにより消防力・災害対応力の充実強化を図ります。

20

総務費 655

衛生費負担金 348

消防費負担金 11,109

○住民１人あたりの行政サービス経費 14,200

衛生費 348

（平成２７年３月３１日現在『福島県消防費 12,670

人口現住調査報告』による）公債費

※相馬地方の人口112,744人で計算

総務費負担金 214

507組合の借入金返済のために

議会費

369

　将来、相馬地方の介護事業を担う人材を育成するため、高校生を対象とした介護職員初任
者研修を実施します。

円

④ 住民負担金と住民サービスの概要

○住民１人あたりが負担する額

　　○相馬地方風評被害対策事業

　　○相馬地方介護職員初任者研修事業

4



１

２

３

３

４

５

１

２

３

③ 主な事業

10,000

242,520 262,143

41,557

② 歳出

寄附金 1 1

219,586

41,557

1,000

看護専門学校費 199,963

繰越金 15,000

△ 28,488 77.22%

使用料及び手数料 36,871 34,790

 （２）看護専門学校特別会計

① 歳入
（単位：千円）

科 目 本年度予算額

公債費

前年度予算額 比 較 構成比

2,081 15.20%

0

0

187,273 215,761

262,143 △ 19,623

前年度予算額

100.00%

0

△ 19,623 82.45%

構成比

0.41%

科 目

17.14%

予備費

比 較

△ 19,623 100.00%合 計

2,783

0.00%

5,000 6.19%

分担金及び負担金

諸収入 592 591

県支出金

　　○相馬看護専門学校教育機器整備

1,000

本年度予算額

合 計 242,520

1,000 1,783 1.15%

　平成２７年度看護専門学校特別会計の予算総額は、歳入歳出それぞれ２億４，２５２万円となり、
前年度に比べて１，９６２万３千円（７．４９％）の減となりました。
　歳入の主なものは、構成市町村からの負担金が１億８，７２７万３千円で、歳入全体の７７．２２％を
占めています。その他、使用料及び手数料が３，６８７万１千円で、内訳は入学金や授業料などで
す。
　歳出は、看護専門学校費が１億９，９９６万３千円で、歳出全体の８２.４５％を占めています。その
他、公債費４,１５５万７千円が１７.１４％となっています。
　各詳細については次のとおりです。

（単位：千円）

　地域医療を担う看護師を育成する相馬看護専門学校の実習用教育機器を整備し、看護技
術を習得する学習環境の充実を図ります。

1 0.24%
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